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房総半島南部石堂地域の地質

中尾誠司＊・小竹信宏＊＊・新妻信明＊＊＊

GeologyoftheIshidoArea

intheSouthernPart ofthe BosoPeninsula，CentralJapan

SeijiNAKAO＊，NobuhiroKoTAKEH andNobuakiNIITSUMA＊＊＊

CenozoicmarinesedimentsoftheIshidoareainthesouthernpartoftheBosoPeninsula，

C印血alJapanwefestudiedrgeologitally，micropaleontologically，andpaleoI云agnetically．

Themarinesedimentscanbedevidedintofourgroupsinascendingorder：the Hota

Group，IshidoGroup，ChikuraGroupandToyofusaGroup．

Thelowermoststrata，theHotaGroupiscomposedofanalternationofsandstoneand

Siltstone，tuffaceous sandstone，White fine tuff and siltstone．The Groupis strongly

sheared．

TheIshidoGroupiscomposedofmassivesiltstone（UchidaFormation），analternation

of tuffaceods sandstone and siltstone（00yatSu Formation），Siltstone with many scori－

aceous tuffbeds（NenokamiFormation），maSSive siltstone with gommhio tuff（Uchigo

Formation），Siltstoneintercalatedwithvarioustuffs（Warita Formation），Sandysiltstone

withwhite fine tuffandsandstone（Odo Formation），and sandy siltstone and tuffaceous

Siltysandstoneintercalatedwithmanyscoriatuffbeds（MukaibatakeFormation）．This

GrouplS eXpOSed widelyin this area anditstotalthicknessis morethan1310m．The

Siltstone yields marine fossils such as radiolarias，Calcareous nannoplanktons，and for－

aminifers．Paleobathymetricalstudygivesanestimationofthepaleodepthofthedeposi－

tion as more・than2000m．The geologic age of the Groupislate Miocene and the

magnetostratigraphicstudycorrelateswithMagneticPolarityEpoch6and5．TheGroup

isassignedtothetypestrataoftheJapaneseNeogeneStageofIshidokai．

The Chikura Groupis composed of tuffaceous sandstone（Nakamihara Formation），

tuffaceous silty sandstone，Siltstone and tuffaceous sandstone（Sagashi Formation），and

COnglomerate，Sandstoneand siltstone（Nekata Formation）．The totalthickness of this

GrouplS mOre than500m．The siltstone and tuffaceous silty sandstone yield marine

fossilssuch as foramin圭fers，Calcareous nannoplankton，radiolarias，and molluscs．The

estimatedpaleodepthofthedepositionisbetweenlOOOmand2000m．Thegeologicageis

latePliocenetoearlyPleistocene，andtheJapaneseStageisSekikai．Theageiscorre－

latedmagnetostratigraphicallywiththeMatuyamaReversedPolarityEpoch．
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TheToyofusa Groupiscomposed oftuffaceous sandstone andsiltysandstoneinter－

Calated with tufflayers（Kamo Formation），Siltstone with tufflayers（Higashinagata

Formation），andconglomerate，Sandstoneandsiltstone（TakigawaConglomerate）．The

totalthicknessis more than500m．The sediments yield marine fossils such as for－

aminifers，Calcareous nannoplanktons，radiolarias，mOlluscs and coral．The estimated

paleodepthrangesfromlOOOmto200m．ThegeologiCageismiddlePleistoceneandthe

JapaneseStageisAkimotokai．Theagecanbecorrelatedmagnetostratigraphicallywith

theearlypartoftheBrunhesNormalPolarityEpoch．

This areais characterized by the prevalence of folded structures．The folds are

intenseandhaveeast－WeSttrend．Theaxialplanesoffoldsaredippingnorthward．The

anticlinalpartsarecutbythrustfaults，paralleltotheaxialplanesofthefolds．

Thetectonicevolutionofthisareahasbeenstronglycontrolledbytheplatemotionand

COllision around the trench－trenCh－trenCh type triple junction，Whichislocated on the

SOutheastofthearea．ItisestimatedthatthedepositionoftheIshidoGroupwastriggered

bytheinitiationofthesubductionofthePhilippineSeaPlate，andthehiatusbetweenthe

IshidoGroupandChikuraGroupwascausedbytheupliftingoftheMineokaBeltwhichis

locatedonthenorthofthisarea．ThedepositionoftheChikuraGroupcanberelatedwith

theskip ofthe subduction zone ofthe Philippine Sea Plate from the south ofthe Boso

PeninsulatothenorthalongthepresentToneRiver．Theupliftofthisarea abovesea

level，initiatedatthefinalstageofthedepositionoftheToyofusaGroup，Canbeestimated

astheresultofthereturningofthesubductionzonetothesouthofthe Boso Peninsula．

1．緒　　　己

房総半島は東北日本弧と西南日本弧の交わる関東

平野の南に位置し，日本海溝・伊豆海溝・相模トラ

フの交わる世界唯一の特異点である海溝・海溝・海

溝型の三重会合点の北西部に位置している．海溝・

海溝・海溝型三重会合点はプレートの沈み込みにと

もない移動することが知られており，その移動は周

辺地域のテクトニックな環境を急変させるはずであ

る．このようなテクトニクスの急変は房総半島の地

質に記録されていることが予想され，その記録の地

質年代を決定することは，プレートの沈み込み現象

を明らかにする上で重要である．

また，房総半島の地層は日本の新第三紀の地質時

階区分の模式層となってお－り，特に本調査地域の石

堂層群は後期中新世の石堂階（期）の模式膚であり

（NIITSUMA＆AKIBA，1986b），この地域の地質を明

らかにしておくことは，日本国内における今後の地

質時代の対比においても重要である．

房総半島南部には古第三紀の超塩基性岩・斑れい

岩・枕状玄武岩・珪質泥岩・変成岩が東西方向に帯

状をなして分布しており，嶺岡帯と呼ばれている．

この嶺岡帯の北側と南側に新第三紀と第四紀の地層

が分布している．

嶺岡帯の北側の地層は

（1）新第三紀から現在までに厚さ5000m以上の

海成層がほぼ連続的に堆積している．

（2）新第三紀の地層に摺曲構造が見られる他は傾

斜の緩い等斜構造をなし，南から北に向かって，順

次上位の地層が露出する．

（3）これまでに層序・年代・地質構造・堆積環境

等について日本において最も良く調査・研究のなさ

れている地域である．

これに対して本調査地域を含む嶺岡帯南側の地層

は，
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図1Index map of the studied area：調査地域．

（1）一般に変形が著しく，激しく摺曲しており，

逆転層も頻繁に見られる．

（2）露出も断片的である．

（3）これまで，余り研究がなされておらず，層序・

年代・地質構造についての詳細は不明の点が多く，

嶺岡帯北側地域との年代対比も明らかでなかった．

本研究は嶺岡帯南側石堂周辺の千葉県安房郡和田

町・丸山町・三芳村および館山市東部地域（図1）の

層序・地質構造を凝灰岩層を鍵層と■して追跡するこ

とによって解明し，微化石層位学，古地磁気層位学

に基づき地質年代を決定するとともに，嶺岡帯北側

の地層との対比，堆積環境の推定を行い，房総半島

南部の新第三紀以降のテクトニクスを解明すること

を目的としたものである．なお，本研究は1980年か

ら1982年にかけて行った静岡大学理学部地球科学教

室の卒業論文として野外調査134日を含む研究の成

果（中尾，1982MS）を主体とし，1981年から1985年に

かけて同卒業論文・修士論文として本地域の南側で

の研究の成果（小竹，1983MS；1985MS）の内，本地

域に関連するものとをまとめたものである．

謝　辞

本研究をまとめるにあたり，山形大学理学部地球

科学教室の岡田尚武博士には石灰質ナンノ化石の同

定していただいた．静岡大学理学部地球科学教室の

北里　洋博士には調査・研究・本稿作成全般に関し
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指導・助言いただくとともに有孔虫化石の同定して

いただき，堆積環境および時代論について有益な助

言・校閲をしていただいた．東京工業大学の小山真

人博士には層序および古地磁気測定について助言い

ただいた．また，ダイヤコンサルタントの政枝　宏

氏には本稿をまとめるにあたり協力いただき，静岡

大学教育学部地学教室の狩野謙一博士には本稿作成

にあたり，有益な助言をいただくとともに，校閲し

ていただいた．

2．地　質　概　説

本調査地域は嶺岡帯の南側の丘陵地であり，南方

に流れる長者川，沢又川，三原川，温石川，丸山川，

山名川および平久里川により開析され，標高300m

以下になっている．これらの水系は地層の一般走向

にほぼ直交している．

本調査地域は成瀬ほか（1951）により地質調査され，

成瀬（1954）により貝類化石群集を用いた堆積環境に

表1Comparison table of stratigraphic worksih

thisarea：研究史比較表．

本 研 究 成瀬ほか （1951） 中嶋 ほか（19 81）

石 堂 周辺 帝稔半島 南端部
鴨 川図幅

西部 ・中 部 東　 部 南部 北　 部

塵
三三．
帝

唱
群

千
倉
層

群

滝 川礫岩

東長 田 層

加 茂 層

根 方 層
7

邑
足

寄

累

層

中三 原凝灰

角礫 岩層

？ 7

嵯峨 志 層 中三 囁層 嵯 峨志 凝 灰貿　互 層

千

倉

中 三囁層

石

堂

層

群

向 層 石

蛍 安′ト 戸　 層

割　 田　 層 シ 累 帝

内　郷　 田 Jレ

ト

▲▲」古

層

層 層

群

石 隻　 嗜

子 神 層

大　 谷 層

内　 田　 層

F

保 田層群

江 見 層

被 大　 層

高 鳴　 層
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図2　Schematiccolumnarsection：模式柱状図．

関する研究がなされている．その後，渋谷・品田

（1986）により本地域南部の凝灰岩鍵層を追跡して，第

四紀層の層序の解明がなされ，中嶋ほか（1981）により

本地域東部の地質図幅調査がなされている（表1）．

本調査地域に分布する地層は中新世以降に堆積し

た海成の砂岩，シルト岩，凝灰岩，礫岩からなる．

これらは，その岩相により，下位より，団結度が高

く全体的に破砕されている砂岩，青灰色シルト岩，

白色凝灰岩を主とする保田層群，青灰色のシルト岩

を主体とし各種凝灰岩やタービダイトの砂岩層を挟

在する石堂層群，砂岩を主体としシルト岩および凝

灰岩からなる千倉層群，砂岩，シルト岩，礫岩から

なる豊房層群の四つに大きく区分できる．石堂層群

は，更に挟在する凝灰岩の性質により七つの地層に

区分でき，千倉層群は岩相と分布地域により三つの

地層に，豊房層群は岩相と堆積サイクルにより三つ

に区分できる（図2）．

本調査地域の地質構造は東西性の袴曲および断層

により特徴付けられており，その摺曲の波長は短く

500m程度のものが多い．また，摺曲軸面は北に傾斜

しており，摺曲の北軍の地層は急傾斜したり，運転

しているものが多いのに対し，商業の地層の傾斜は

300～500と比較的ゆるい．袴曲の度合は下位の石堂層

群の方が上位の豊房層群よりも著しい（図3）．
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地質断面図

3．地　質　各　論

A．保田層群（HotaGroup）

命名：本層群名は大塚・小池（1949）により命名さ

れたものである．

分布および岩相：本層群は調査地域の北部に広く

分布している．岩相は砂岩，シルト岩，白色の凝灰

質砂岩，白色細粒の凝灰岩を主体とする．砂岩は囲

結度の高い灰色ないし暗灰色を呈する石英砂岩と白

色ないし灰色を呈する比較的やわらかな軽石質砂岩

がある．シルト岩は細粒で青灰色ないし灰色を呈し，

鋭角で交わる多くの節理により細裂する．このため

固緯度の高い砂岩とシルト岩からなる互層は，露頭

において砂岩が層理を保ち突出していることが多い．

シルト岩中には石灰質団塊が見られる．凝灰岩は白

色ないし灰白色の細粒凝灰岩を主体とするが，中粒

から粗粒のものもある．粗粒の凝灰岩はスコリアを

含み，ゴマシオ状を呈する．
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本層群は，調査地域西部から東部へ，三芳村海老

敷では塊状砂岩からなり，丸山町宮下西方の沢では

砂岩および砂岩泥岩互層，石堂原では砂岩泥岩互層，

和田町小向および小向東方の沢と和田町道久保北で

は白色の細粒凝灰岩および白色の凝灰質砂岩と泥岩

の互層，長者川流域では泥岩を主体とし，白色の細

粒凝灰岩層を挟在する．

なお，和田町小向および小向東方の沢，道久保北

の互層は中嶋ほか（1981）の波大層に相当し，長者川

流域の泥岩は中嶋ほか（1981）の江見層に相当するが，

本調査研究では岩相の分布から本層群を各層に区分

するには到らなかったので，保田層群として一括し

て扱うことにする．

層位関係：中嶋ほか（1981）は本層群は上位の石堂

層群に整合に覆われるとしているが，両層群の間に

は破砕されている部分があり，構造も斜交している

ことから，本層群は上位の石堂層群と断層で接する

ものと考えられる．下限は不明である．
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B．石堂層群（IshidoGroup）

命名：新称．本層群名は成瀬ほか（1951）の千倉累

層中の石堂シルト岩層に由来する．石堂シルト岩層

は千倉累層中の他の層と岩相および地質年代が異な

ること，その中に岩相の異なる地層が区分でき，そ

れらが野外調査により追跡できることから本層群を

提唱する．また，本層群は中嶋ほか（1981）の石堂層

にあたる．

分布および岩相：本層群は本調査地域の南西部を

除く全域にわたり広く分布し，青灰色のシルト岩を

主体とし，スコリア凝灰岩をはじめ各種凝灰岩層お

よび砂岩層を挟在する．本層群はこれら凝灰岩の性

質によって，下位より内田層，大谷層，子神層，内郷

層，割田層，小戸層，向畑層の7層に区分できる．

層厚：1310m以上．

層序関係：下位の保田層群とは断層で接し，上位

の千倉層群に不整合に覆われる．

B－1内田層（UchidaFormation）

命名：新称．

模式地：千葉県安房郡和田町内田の三原川流域．

層厚：300m以上．

分布および岩相：本層は，調査地域中部から北部

の三原川流域，丸山川中流付近に東西に広く分布し，

青灰色を呈する塊状シルト岩からなり，スコリア凝

灰岩，白色細粒凝灰岩の薄層を挟在する．シルト岩

は細粒で石堂層群上部のシルト岩に比較して敵密で硬

く，平行葉理を持つ．スコリア凝灰岩層は薄く，20cm

以下で，白色細粒凝灰岩は更に薄く2－4cm程度であ

り，いずれも枚数は少なく，挟在する層準も限られ

ている．

層位関係：本層は下位の保田層群とは断層で接し，

上位の大谷層に整合に覆われる．

化石：本層のシルト岩より放散虫化石を産する．

B－2　大谷層（00yatSuFormation）

命名：新称．

模式地：千葉県安房郡丸山町大谷の林道沿い．

層厚：150m．

分布および岩相：本層は模式地および丸山町矢田

の堰，和田町谷北方の沢又川流域にかけて，東西に

分布する．

本層は凝灰質砂岩とシルト岩の互層からなる．砂

岩層はスコリア質中粒砂岩を主体とし，一部，軽石

質のものもあり，厚さは数10cmないし2mで，平行

葉理・級化層理が発達し，シルトの偽礫を取り込ん

でいる．これらの堆積構造からこれらの砂岩層は

タービダイトとして供給されたものと考えられる．

シルト岩は内田層のものと同様に緻密で硬い．また，

本層は，1－2cmに薄板状に割れる平行薬理の発達す

る黒色細粒凝灰岩層，白色細粒凝灰岩層，スコリア

凝灰岩層を挟在する．

層位関係：本層は下位の内田層を整合に覆い，上

位の子神層に整合に覆われる．

化石：未発見．

B－3　子神層（NenokamiFormation）

命名：新称．

模式地：千葉県安房郡三芳相子神東方の林道沿い．

層厚：300m．

分布および岩相：模式地周辺，前谷東方，和田町

谷にかけてほぼ東西に帯状に分布する．また，海老

敷南方にも分布する．

本層は，スコリア凝灰岩層，スコリア質砂岩層を

頻繁に挟在するシルト岩からなる．本層下部および

中部のスコリア凝灰岩は黒色を呈するが，上部では

軽石粒を含み，灰色を呈する．下部および中部には

厚さ50cm程度の凝灰岩層も見られる．本層に挟

在する凝灰岩はスコリア凝灰岩が殆どを占めるが，

稀に10cm以下の厚さのゴマシオ凝灰岩，白色細粒

凝灰岩も挟在する．スコリア質砂岩層の上部にはシ

ルトの偽礫を含むことが多い．シルト岩は中粒で青

灰色を呈する．沢又川流域のシルト岩中には細粒砂

の粒度のスコリア粒子が多く散在しているため，露

頭では一見砂岩のように見える．

層位関係：下位の大谷層を整合に覆い，上位の内

郷層に整合に覆われる．大谷層とは本層に挟在しない

タービダイトの凝灰質砂岩層を頻繁に挟在すること

により区別される．

化石：放散虫化石，石灰質ナンノ化石，有孔虫化

石を産する．有孔虫化石は本層上部にのみ産する．

B－4　内郷層（UchigoFormation）

命名：新称．

模式地：千葉県安房郡和田町内郷および三芳村子

神東方の林道沿い．
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層厚：250m．

分布および岩相：模式地周辺，和田町黒岩北方，

中三原北西，石堂北方，三芳相子神南方，丸本郷西

方に露出するほか調査地域に広く分布している．

本層はゴマシオ凝灰岩層を挟在するシルト岩およ

び塊状シルト岩を主体とする．ゴマシオ凝灰岩層は

パッチ状のものから厚さ1mに達するものまである

が，5－10cm厚さのものが多い．級化層理を有し，1－

5mmの縞状平行薬理の発達するものもある．本層は

ゴマシオ凝灰岩を挟在し，下位の子神層はスコリア

凝灰岩を挟在することにより区別できるが，本層中

にも稀に1－5cmの厚さのスコリア凝灰岩を挟在す

る．本層のシルト岩は下位の内田層のものと比較す

ると軟らかく，粗粒であり，サンドパイプを多数含む．

本層には調査地域内で広域に追跡できる凝灰岩

鍵層Ugl（図4）が最上部に挟在し，上位の割田層と

の境界を追跡するために有用である．

層位関係：本層の下位の子神層を整合に覆い，上
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位の割田層に整合に覆われる．

化石：本層のシルト岩より有孔虫化石を多産し，

石灰質ナンノ化石，放散虫化石も産する．

B－5　割田層（WaritaFormation）

命名：新称．

模式地：千葉県安房郡丸山町割田の切り割．

層厚：130m．

分布および岩相：模式地，石堂西方の池，和田町

和田，三山トンネルの周辺に分布するほか，断層に

沿って三芳村上ノ谷，丸山町沓見，前田南方にも小

規模に分布する．

本層はシルト岩を主体とし，スコリア凝灰岩，ゴ

マシオ凝灰岩，白色細粒凝灰岩を挟在する．シルト

岩は粗粒でサンドパイプが多数発達する．スコリア

凝灰岩は厚さ2－15cmで，本層の下部に多数挟在し，

ゴマシオ凝灰岩は厚さ40cm程度であり，本層の上

部に挟在する．本層のスコリア凝灰岩は色調が灰色

であり，子神層のものと区別できる．白色細粒凝灰

岩は1－3cm程度の薄層として挟在する．

層位関係：本層は下位の内郷層を整合に覆い，上

位の小戸層に整合に覆われる．本層と下位の内郷層

との境界には凝灰岩鍵層Uglが挟在し，両層を区

分できるが，Uglが露出せず，追跡できない所で

は，本層下部のスコリア凝灰岩層に着目し，両層の

区分を行った．

化石：本層のシルト岩より有孔虫化石，石灰質ナ

ンノ化石を多産し，放散虫化石も産する．

B－6　小戸層（OdoFormation）

命名：新称．

模式地：千葉県安房郡丸山町中戸付近．

層厚：130m．

分布および岩相：模式地から丸本郷にかけて東西

性の向斜軸に沿って分布するほか，和田町真浦にも

分布する．

本層は砂質シルト岩，シルト質砂岩，砂岩を主体

とし，厚い白色細粒凝灰岩を挟在する．本層のシル

ト岩および砂岩は灰色ないし暗灰色を呈し，砂岩は

平行薬理をもち，級化してシルト岩へ移化する．シ

ルト岩には砂岩より移化するタービダイト性のもの

のほか，割田層のものと同様な塊状無層理のものが

ある．また，シルト岩には，厚さ数mmの砂岩層が
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数cmごとに挟在し，薄板状に割れるものもある．シ

ルト質砂岩は凝灰質で緑灰色を呈し，細粒砂の粒度

をもつ．凝灰岩は白色ないし淡桃色を呈する細粒凝

灰岩および細粒ないし極細粒の軽石凝灰岩で，数

10cmから3mの厚さをもつ．厚さ1－20cmのスコリ

ア凝灰岩層も挟在するが，野外では砂岩と区別しに

くい．本層にはスランプ構造が発達している．和田

においては，下位の割田層との境界付近の含礫泥岩

の上位が著しくスランビングしているのが観察でき

る．

本層中部には調査地域において広域に追跡できる

凝灰岩鍵層Odlが挟在している（図5）．

層位関係：本層は下位の割田層を整合に覆い，上

位の向畑層に整合におおわれる．

化石：未発見．
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B－7　向畑層（MuknibatakeFormation）

命名：新称．

模式地：千葉県安房郡和田町向畑．

層厚：50m以上．

分布および岩相：本層は模式地周辺から真浦にか

けて発達する盆状構造の南東縁に沿って分布するほ

か，丸山町丸本郷付近にも東西性の向斜軸に沿って

帯状に分布している．

本層はスコリア凝灰岩を多数挟在する凝灰質シル

ト質砂岩，砂質シルト岩からなる．スコリア凝灰岩

は下位から上位に向かって枚数・厚さともに増大す

る．このスコリア凝灰岩は，下部では砂質シルト岩

およびシルト質砂岩に挟在するが，上部ではシルト

質砂岩に挟在する．砂質シルト岩は塊状で灰色ない

し灰白色を呈するが，スコリア粒子を多量に含む部

分がスコリア粒子を含まない部分を取り囲み，礫岩

状を呈する層準もある．凝灰質シルト質砂岩は緑灰

色を呈し，スコリア粒子を多量に含み，粒度は細粒

から中粒である．

層位関係：本層は下位の小戸層を整合に覆い，上

位の千倉層群に不整合に覆われる．

化石：未発見．

C　千倉層群（ChikuraGroup）

命名：新称．本層群名は成瀬ほか（1951）の千倉累層

に由来する．成瀬ほか（1951）の千倉累層は鏡ケ浦凝灰

質互層，石堂シルト岩層，嵯峨志凝灰質互層，白浜互

層，野島岬凝灰質礫層，畑互層，蓮台枝角礫岩層，

神余凝灰質砂岩層，平館砂岩層からなる．これらの

層のうち石堂シルト岩層は前述のように，石堂層群

として分離して扱われるべきものであり，ここでは

石堂シルト岩層を除いた千倉累層を新たに千倉層群

と命名する．

本層群は本調査地域の向斜部や盆状構造部に石堂

層群に囲まれて分布している．本層群は岩相と分布

地域により中三原層，嵯峨志層，根方層の三つの地

層に区分できる．

層厚：500m以上．

層位関係：下位の石堂層群を不整合に覆い，上位

の豊房層群に不整合に覆われる．

C－1中三原層（NakamiharaFormation）

命名：新称．成瀬ほか（1951）の中三原凝灰角礫岩
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層に由来する．

模式地：千葉県安房郡和田町中三原の中三原川流

域．

層厚：150m以上．

分布および岩相：模式地周辺の黒岩，駒場，向畑

に50から600の傾斜をもつ盆状構造をなして分布す

る．

本層はスコリア質中粒ないし極粗粒砂岩からなる．

砂岩は黒色から暗緑灰色を呈し，粒度は露頭や層準

により異なり，径2－3cmのスコリアを多量に含むと

ころや，細粒ないし中粒砂岩のみからなるところが

ある．この砂岩にはいずれもシルト粒径の基質が含

まれており，斜交層理が一般に顕著に発達する．軽

石やスコリアが縞状に配列して層理を形成している

ところもある．宿北方では径2－3cmの軽石が多く含

まれており，内郷南方では10－20cmの軽石凝灰岩が

挟在している．

層位関係：本層は和田町向畑および真浦で下位の

向畑層との不整合関係が観察される．向畑の露頭で

は不整合面の上位には下位の向畑層の砂質シルト岩

およびシルト質砂岩の礫からなる基底礫岩が認めら

れる．

化石：ウニ類の生痕が発達する．

C－2　嵯峨志層（SagashiFormation）

命名：新称．成瀬ほか（1951）の嵯峨志凝灰質互層

に由来する．

模式地：千葉県安房郡丸山町根方南方の沢．

層厚：430m以上．

分布および岩相：模式地周辺で東西性の向斜構造

の軸部に分布するほか，その北側のもうひとつの向

斜構造の西端の盆状構造部に分布している．

本層は凝灰質砂岩から凝灰質シルト質砂岩を経て

シルト岩への上方細粒化の一つのサイクルを構成し

ている．本層には凝灰岩が多数挟在している．これ

らの凝灰岩のなかには広域に追跡できる凝灰岩鍵層

Sg7，Sg7a，Sg8がある（図6）．模式地付近におけ

る岩相は，下部が黒色ないし暗緑灰色のスコリア質

砂岩で粒度は中粒ないし極粗粒であり，厚さ10cm

程度のスコリア凝灰岩層，軽石凝灰岩層を挟在する．

中部は中粒ないし細粒のシルト質砂岩で凝灰質（ス

コリア質）で緑灰色を呈し，凝灰岩を多数挟在する．
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SagashiFormationoftheChikuraGroup：千倉層

群嵯峨志層の凝灰岩鍵層の柱メ犬図．

その厚さは1－50cmで10cm以下のものが多い．上

部は青灰色のシルト岩でこれは石堂層群のものと類

似するが，本層のものは軟らかく，貝化石を含む点

で異なる．

層位関係：本層は下位の石堂層群を不整合に覆い，

上位の根方層に不整合に覆われる．成瀬ほか（1951）

は嵯峨志凝灰質互層は石堂シルト岩層を整合に覆い，

中三原凝灰角礫岩層に大部分整合に覆われるとして

いるが，本研究により本層の分布地域の東緑で石堂

層群の内郷層，割田層，小戸層，向畑層を斜交して

覆っていることから斜交不整合であることが明らか

になった．

化石：本層のシルト岩より有孔虫化石，石灰質ナ

ンノ化石を豊富に産出するほか，放散虫化石，貝類

化石も産する．



222 中尾誠司・小竹信宏・新妻信明

C－3　根方層（NekataFormation）

命名：新称．

模式地：千葉県三芳村根方周辺．

層厚：110m以上．

分布および岩相：本層は調査地域西部の東西性向

斜軸が西にプランジして形成された半盆状構造部に

分布する．

本層は礫岩を主体とし，砂岩およびシルト岩と互

層をなす．礫岩の礫種はシルト岩が主体を占め，基

質は砂岩とシルト岩の場合があり，基質のシルト岩

は流動変形している．礫岩層の比率は場所により変

化に富み，シルト岩の優勢な所には平行葉理の発達

する砂岩層が挟在する．

層位関係：本層は下位の嵯峨志層を斜交不整合に

覆う．特に，山名付近では嵯峨志層上部の鍵層Sg7

およびそれより下位の層準までを本層が覆う．また，

本層は根方南方で上位の豊房層群に不整合に覆われ

る．

化石：未発見．

D　豊房層群（ToyofusaGroup）

命名：新称．成瀬ほか（1951）の豊房累層に由来す

る．

本層群は下位の千倉層群を不整合に覆う．岩相と

分布地域から加茂層，神余畑層，東長田層，滝川礫

岩の四つの層に区分できる（小竹，1986）．調査地域

には加茂層，東長田層，滝川礫岩の三層が分布し，

神余畑層は欠如している．

分布：本層群は調査地域の南部に分布している．

層厚：500m以上．

D－1加茂層（Kamo Formation）

命名：新称．

模式地：千葉県安房郡丸山町加茂本郷の国道より

北方の尾根に至る道沿い．

層厚：200m以上，調査地域内では70～100m．

分布および岩相：本層は調査地域南部の館山市竹

原から模式地，丸山町岩糸，和田町沼を経て大原に

いたる丘陵地の両線に分布している．

本層は凝灰質塊状砂岩から凝灰質シルト質砂岩へ

と一つの上方細粒化のサイクルを成す．模式地付近

の岩相は，下部が黒色から暗緑色を呈し，中粒から

棒粗粒の凝灰質砂岩である．上部は緑灰色を呈し，

中粒から細粒のスコリア質シルト質砂岩であり，凝

灰岩層を多数挟在する．本層の凝灰質シルト質砂岩

には凝灰岩の薄層が多数挟在する．この凝灰岩層の

中には広域に追跡できる凝灰岩鍵層Km4，Km4a

がある（図7）．

層位関係：下位の千倉層群および石堂層群を不整

合に覆い，上位の東長田層に不整合に覆われる．

化石：有孔虫，石灰質ナンノ化石を多産し，放散

虫化石も産する．

D－2　東長田層（Higashinagata Formation）

命名：新称．小竹（1986）．

模式地：館山市西長田．

層厚：模式地では450m，調査地域では180m．

分布および岩相：本層は調査地域の南部の丘陵地

の両線に沿って分布する．

本層は青灰色のシルト岩を主体とし，凝灰岩の薄

層を多数挟在する．この凝灰岩層は厚さが1－50cm

で10cm以下のものが多く，広域に追跡できる凝灰

岩鍵層Hn3，Hn7，Hn8，Hn12を含む（図8）．Hn

7，Hn8はそれぞれ渋谷・品田（1986）のIH2，IH3に
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あたる．

層位関係：下位の加茂層を不整合に覆い，上位の

滝川礫岩に不整合に覆われる．

化石：有孔虫化石，石灰質ナンノ化石を多産し，

放散虫化石，貝類化石も産する．

D－3　滝川礫岩（TakigawaConglomerate）

命名：新称．成瀬ほか（1951）の滝川含貝殻砂礫岩

層に由来する．

模式地：千葉県館山市滝川の道路の切割．

層厚：模式地では320m以上，調査地域では

200m．

分布および岩相：本層は調査地域内では相賀付近

に模式的に露出しており，沓見西方にも分布してい

る．

本層は礫岩を主体とし，砂岩，シルト岩と互層を
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なす．礫岩の礫種は古期岩類，シルト岩，貝殻であ

り，基質は砂岩とシルト岩からなり，基質のシルト

岩には流動変形しているものがある．古期礫には嶺

岡帯からの玄武岩が含まれ，石灰岩，砂岩，石英閃

緑岩などもふくまれている．

層位関係：下位の東長田層，千倉層群，石堂層群

を不整合に覆う．

化石：貝類化石，サンゴ化石を産する．

4．地　質　構　造

本調査地域の地質構造は東西ないし東北東一西南

西方向の軸を持つ摺曲構造によって特徴づけられる．

摺曲の程度は著しく，摺曲の波長も短い．地層は一

般に急傾斜しており，逆転しているものも多い．摺

曲軸面は一般に北傾斜しており，向斜構造の南翼で

は地層の傾斜が300から500であるのに対し，北翼で

は800から1000と垂直ないし逆転しているものが多

い．摺曲の程度は石堂層群の中では差が無いが，そ

の上位を不整合に覆う千倉層群そして更にそれらを

不整合に覆う豊房層群では，上位の層群ほど摺曲の

程度は小さく，層群内での摺曲の程度の差は認めら

れない．摺曲軸の位置はこれら三つの層群の間では

余り変化が無い．

本地域には落差数100mから数cmの多数の断層

が発達する．これらの断層には，その走向が稽曲軸

と平行なものが多く，落差の大きいものは，背斜軸

部においてその北翼が南に衝上するものが殆どであ

る．この衝上断層は摺曲構造と調和的であることか

ら，摺曲構造の形式と密接に関連しているものと考

えられる．また，向斜構造の北翼にも断層が多数発

達し，その変位は北落ちで，摺曲の変位を打ち消し，

同じ層準が繰り返し露出するが，その落差は小さく

地質図上に表現できるほどのものは無い．石堂層群

には小断層が多数発達しているが，千倉層群や豊房

層群には余り発達していない．

5．微化石による化石年代と堆積環境

本調査地域の石堂層群から14層準，千倉層群から

3層準，豊房層群から3層準，合計20層準の微化石
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を検討した．検討した微化石は有孔虫，石灰質ナン

ノ化石，放散虫である．有孔虫は岩石試料をナフサ

法と硫酸ナトリウム法を併用して分解し，200メッ

シュふるいで水洗し，底生有孔虫，浮遊性有孔虫と

放散虫を双眼顕微鏡下で拾い出し，底生有孔虫およ

び浮遊性有孔虫を同定した．石灰質ナンノ化石につ

いては山形大学の岡田尚武博士に試料の処理，同定

ともにお願いした．その結果を表2，表3，図9，

図10，図11に示す．

化石年代　石堂層群の化石年代は，子神層，内郷

層および割田層より産出した石灰質ナンノ化石が

OKADA＆BUKRY（1980）の新第三紀石灰質ナンノ

化石帯のCN9（肱coがおr q〝f乃q〝g和椚捕Zone）に

属することから，後期中新世（7．0－5．OMa：BUKRY，

1975；8．0－5．2Ma：HAQ，1980）といえる．これは浮

遊性有孔虫GわわγPね由　椚わzgd CO桝滋α，Gわ扉－

．打（・′ブ刷　〃小一J眈・J、坤hJtWJ′JJ′汀／／′中東ヾ　∫′′仙南－

gCg俗，乃地形由J玩d Sp．を産することと矛盾しない．

千倉層群の化石年代は嵯峨志層に浮遊性有孔虫

Cわわ和ねJ由Jm乃Cα蝕Jg乃0んおが存在すること，凝灰

岩鍵層Sg7の30m上位で乃JJわ乃お古あα0あ的〟才わC〟－

おおの巻方向が左巻から右巻に変化すること，嵯峨

志層の上部において石灰質ナンノ化石のガとJ加S一

♪ゐαm SgJJガが消滅する層準が見出されること，

Cゆめ和（咽ぶαOCgαガかα（S．S．）が出現すること，乃純一

ゐg椚fJ由乃由おご〝乃β朗が存在することから，新第三

紀石灰質ナンノ化石帯CN13－CN14a，新第三紀浮

遊性有孔虫化石帯（BLOW，1969）のN22にあたり，

鮮新世後期から更新世前期の1．8－1．OMaといえる．

これらの化石層位学的層準を房総半島の嶺岡帯以北

の化石層位学的資料（NAKAGAWAetal．，1977）と比

較することにより，嵯峨志層は黄和田層から大田代

層に対比でき，日本新第三紀時階区分（NIL

TSUMA＆AKIBA，1986b）では関階に対比できる．

豊房層群の東長田層最上部に石灰質ナンノ化石

fな鞠（わg弼fぬ乃お　おC鋸卯ざαの消滅層準（0．44Ma：

GARTHNER，1977；0．458Ma：THIERSTEIN et

α7．，1977）があることから，豊房層群の大部分は新第

三紀石灰質ナンノ化石帯CN14aに属し，嶺岡帯北

側の国本層，柿の木台層，長南層，笠森層に対比で

き，東長田層の最上部は下総層群下部の地蔵堂層に

対比できる．これは，東長田層の凝灰岩鍵層が笠森

図9　Samplinglocalitiesofmicropalcontologicalstudiesandgeographicnames：微古生物学的検討用試料採

取地点と主な地名．
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C ibわidbs lobatu lus （W AL K ER ＆ JAC O B）

加茂層

Chssidulinoidbs kattoi T A K A YA N A G I

助 Iim ina aculeata D ’O RB IG N Y

Ck SSid ulina kazusaensね A sA N O ＆ N A K A M U RA

加茂層 一割田層

G γ7V id in a o7i＞icularis D ’O RB IG N Y

ヱわIivina YObusia B RA D Y ＊ ＊

＊

　 ＊

＊ ＊ ＊

加茂層 一子神層

S tilostom ella l密idiLla （SC H W A GE R）

嵯峨志 層

伽 inquek）Culina elongaia N A T LA N D

M iliolinelld crcu hlris （B oR N EM A N N ） ＊
励 Iivin a decussaia B RA D Y ＊
励 Iivin a karYeridna （B RA D Y ） ＊
R ectoboliuina bがねns （B R A D Y ） ＊
G hlbYaielhl Sub（ゆe7ruhlrtS （A sA N O ） ＊
A m m onia iakanabensね （IsH IZA K I） ＊
鳥肌関南砲”痺卸元b A sA N O ＊
E iloh edoYa n ≠抄 Onica （K U w A N O ） ＊
G yYO idinoides n 44）On icus （IsH IZA K I） ＊
助 乃Zα棚α由 乃如 0邦かαA sA N O ＊
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表3　Fossillist ofcalcareousnannofossilfrom this area：石灰質ナンノ化石表．

石堂層群（GUOl，GUO2＝barren；GNO9，GU19＝rare；GN15，NNO7，NU15，NW20－25＝COmmOn－abundant）

（這IcidゐcuslQtqf，OnLS（MURRAY＆BLACKMAN）LoEBLICH＆TAPPAN

Cbccolithuspeム智icus（WALLICH）ScHILLER

肋coαSねγか℃〝WgわTAN

かゐcoがfgr∂g′gg作調オブBuKRY

Discoaster qumqueYtmuSGARTNER
βゐcoasier varhlbilis MARTINI＆BRAMLETTE

Discolithina muli4）07tl（KAMPTNER）MARTINI

ReticuldbnestYaPseudoumbilhu（GARTNER）GARTNER

⑳henolithus abiesDEFLANDRE

豊房層群・千倉層群（TSO5，TSO6，TSO8，TKO9，TK12，TK14＝abundant）

BYaanLdbQhaeYabkelou）ii（GRAN＆BRAARUD）DEFLANDRE

GllcidiscuslePtoPoniS（MURRAY＆BLACKMAN）LoEBLICH＆TAPPAN

Cbl（・iL）SI）／ぐnib71LtLl・7WiGRAN

Cbccolithusz）e庭icus（WALLICH）SCHILLER
CricoQhaeYaquadrihlminantaOKADA＆McINTYRE
Discolithina夜onicaTAKAYAMA
G¢hyYOCQsaoceanわaKAMPTNER（S・S・）

Helico頭haeYu Ca，加ri（WALLICH）KAMPTNER

乃eudoemilhlnia hlCunOSa（KAMPTNER）GARTNER

RhabdosPhae7tZ ChlV怨ゼmMURRAY＆BLACKMAN

＄′YtlCO頭haelulaminaLECAL－ScHLAUDER
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層の凝灰岩鍵層と対比できること（小竹，1986）に

よっても支持される．

堆積環境　石堂層群の子神層上部，内郷層および

割田層から産する底生有孔虫を底生有孔虫古水深尺

度（北里，1985）と比較すると，2000m以深の古水深

が推定される．また，石堂層群における放散虫，石

灰質ナンノ化石，有孔虫の含有頻度を検討すると（図

11），最下位の内田層には珪質の放散虫しか産しない

のに対し，その上位の子神層の下部では，放散虫と

比較的溶解しにくい石灰質ナンノ化石も産し，子神

層上部では溶解しやすい有孔虫も産出する．このよ

うな産出状況は，現在の海洋底の炭酸カルシウム補

償深度（CCD）付近で一般的に観察されることであ

り（例えば，KENNETT，1982），石堂層群が堆積を開

始した時には，CCD以深であったものが次第に浅く

なり，子神層堆積時にCCDを越えたため，それより

上位の層準では有孔虫を産出するものと考えられる．

この傾向は子神層中部において底生有孔虫の個体数が

放散虫の個体数の20分の1しか産しないのに，上位に

なるに従い次第に増加し，同程度あるいはより多く

range chart：微化石層OStratigraphic

の出現層準
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なることからも，定量的に知ることができる（図11）．

前述のように石堂層群の堆積深度が次第に浅くなっ

ているが，最上部の割田層の底生有孔虫から推定さ

れる古水深は2000m以深である．

千倉層群の嵯峨志層下部の底生有孔虫は水深

1000mから2000mの大陸斜面の群集を含み，中部以

上では600mから1000mの大陸斜面群集に潮間帯

および大陸棚の群集が混合している．このような有

孔虫化石群集の混合は他でも知られており（新妻ほ

か，1984），真の堆積深度は大陸斜面群集により指示

され，潮間帯群集や陸棚群集は運搬されてきて混合

したものと考えられる．

豊房層群の加茂層，東長田層の底生有孔虫による

古水深の推定にういては，別稿（小竹，1986）に報告

するように，水深1000mから次第に浅海化し，最上

部で200m前後の大陸斜面上部の堆積深度が推定さ

れる．

6．古　地　磁　気

古地磁気測定用試料は，地層の走向傾斜が測定で

き，地層の上下判定が確実で，連続的に露出してい

るルートに沿って採集した．採取したのは石堂層群

から40，千倉層群から7，豊房層群から6，合計53

層準である（図12）．

試料の採取にはエンジンドリルを用い，直径

35mmの円柱状試料を一層準につき3本づつ採取し，

高さ32mmに切断して測定用試料とした．

残留磁気の測定にはリングコア型フラックスゲー

ト回転磁力計（小山・新妻，1983）を用い，円柱状試

料1本につき1ないし2個測定した．また，残留磁

気の内の不安定な二次的成分を除くために，直交す

る三方向同時に消磁できる電流制御式3軸交番磁場

消磁装置（新妻・小山，1981；小山・新妻，1983）を

使用した．

試料の残留磁気の性質を知るため，全試料の中か
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図12　Site of paleomagnetic samples andits polarity．Solidcircle＝nOrmal，

Open circle‥＝reVerSed，CrOSS＝remagnetized and／or dispersed．：古地磁気測定用

試料採取地点と古地磁気極性．黒丸＝正，白丸＝逆，×＝再帯磁あるいは集中の悪い

もの．

ら11層準の試料について5mTごとに25mTまで段

階的に交番磁場消磁を行った．交番磁場消磁をして

いない試料の残留磁気，すなわち自然残留磁気

（NaturalRemanentMagnetization：NRM）は，地

層の傾斜補正をする前に現在の地球磁場方向を持つ

ものが多い．これは，地層が摺曲して傾動後，現在

の地球磁場のもとで再帯磁したことを示しており，

このような残留磁気ベクトルの資料は古地磁気資料

としては使用できない．これらの試料を段階的交番

磁場消磁を行うと残留磁気ベクトルの方向を変化さ

せるも、のがあるが，その方向変化は15mTまでに見

られ，15mT以上の交番磁場消磁ではその方向を有

意に変えないことが分かった（図13）．これは，現在

の地球磁場のもとで再帯磁した残留磁気成分が

15mTの交番磁場消磁によって除去されることを示

している．ただし，試料の中には25mTの交番磁場

消磁までその方向を変えないものもある．

この消磁テストの結果に基づき，全試料のNRM

と15mTの交番磁場消磁後の残留磁気を測定した

（表4）．測定されたNRM強度は1．5×10－6kA／mか

ら8．0×10‾4kA／mであり，15mT消磁後の残留磁気

強度は7．7×10‾7kA／mから3．5×10－4kA／mである．
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また，消磁後の同一層準内における残留磁気方向の

平均方向の95％の信頼限界α95は5．90から900以上

のものまである．

これらの測定結果の中から過去の地球磁場の記録

として信頼できる消磁後の残留磁気の方向を選択す

るために，以下の二つの条件に適合する測定結果は

検討の対象から除いた．

（1）同一層準内でのα95が300以上で，残留磁気方

向のバラツキが大きいもの，

（2）残留磁気方向が地層の傾斜補正前に現在の地球

磁場方向にα95の範囲内で一致しているもの．

これらの条件に適合する測定結果は検討の対象か

ら除いた．道路沿いのルートで採取された試料の殆

どはこの条件に適合し，除去されたが，河川沿いで

採取されたものの多くは，信頼されるものとして

残った．この地域の地層の傾斜が急であるため，条

件（2）の判定の信頼度は高い．

地磁気極性　信頼される残留磁気は，偏角が北あ

るいは南を向き，伏角が下あるいは上を向き，双極

性を示し，極性を判定することができる．伏角の絶

対値は100から500のものが多く，全層準の平均は33．

30±17．00であり，現在の地球磁場の伏角（54．40）より
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SD after bedding correction

図13　Changein the vector of remanent ma－

gnetization during stepwise AF－demagneti－

Zation．This figure shows that the secon－

dary component with the direction of pre－

SentgeOmagneticfieldcanberemovedwith

the AF－demagnetization of15mT．：段階的

交番磁場消磁にともなう残留磁気ベクトルの

変化．この図は現在の地球磁場の方向を持つ二

次的成分が15mTの交番磁場消磁により取り

除かれることを示している．

も浅い．伏角が下を向く正磁極の層準の平均伏角は

40．30±18．20と誤差範囲内で一致しているが，伏角が

上を向く逆磁極の層準の平均伏角は－27．30±12．10と

有意に浅い．これは，地層傾斜後に獲得された二次

的残留磁気が交番磁場消磁では完全に除去されてい

ないためと考えられる．

以上の伏角と偏角の値から判定された地球磁場極

性は，石堂層群では逆磁極層準を主とし，下部と最

上部に正磁極の層準がある．千倉層群でも最上部の

層準を除いて逆磁極である．豊房層群は全て正磁極

である．これらの古地磁気極性層序を微化石層位学

的資料と併せて対比を試みると，豊房層群の正磁極

帯はBrunhes正磁極期に対比でき，千倉層群の逆磁

極帯はMatuyama逆磁極期に，そしてその最上部

の正磁極を示す層準はMatuyama逆磁極期後期の

Jaramillo正磁極亜期に対比できる（図15）．石堂層

群の大部分は第6逆磁極期に対比でき，最上部の正

磁極を示す層準は第5正磁極期に対比できる（図14）．

偏角による水平回転の検討　本調査地域の地層は

激しく神曲しているが，この神曲構造を戻して，堆

積当時の地層面を水平にする方法は幾通りも考える

ことができる．ただし，一回の回転操作によって戻

す方法は一つしか存在せず，それは傾斜した地層面

上の水平な軸（走向線）の周りに回転させるものであ

る．この操作によって求めた信頼できる偏角の方向

をルートごとに平均と偏差（±♂）を算出すると

（図16），ルートごとに異なった方向を示しているこ

とがわかる．ただし，この計算において，逆磁極の

ものについては偏角を1800逆の方向を用いてある．

本地域の摺曲軸はほぼ東西方向を有しており，多少

屈曲している．また，摺曲軸の著しいプランジは認

められない．ルートごとの偏角の方向と摺曲軸の屈

曲方向を比較すると，良い対応関係が認められる．

この対応はこの地域の楕曲構造が，ほぼ水平な摺曲

軸を持つ摺曲とその摺曲軸が水平面内で屈曲する二

つの過程により形成されたことを示す．以上のよう

に本地域全体の偏角を見てみると，現在の北の方向

からの有意な差異は見出せないことから，本地域全

体としての水平回転はそれ程大きなものでないこと

が結論できる．

7．対　　　比

本研究における微化石層位学および古地磁気層位

学の資料により，本調査地域の地層は嶺岡帯北側の

新第三紀の地層と詳細な対比が可能になった．すな

わち，石堂層群は天津層上部に，千倉層群は上総層
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表4　Paleomagneticresultsinthisarea．N：numberofsamples，AFD：fieldstrengthofalter－

natingfielddemagnetization，Jn：intensity ofremanent magnetization after alternating field

demagnetization，D，Ⅰ：declination andinClination ofremanent magnetization before bedding

correction，D，Ⅰ（Corrected）：declination andinclination of remanent magnetization after bed－

ding correction，k‥precisioヮparameter・a95‥radius of95％confidence circle of the

measureddirection，Cr：Circularstandarddeviationisgivenby81／JrFindegre．e・：古地磁気測
定結果．N：測定試料数，AFD：交番磁場消磁強度，Jn：残留磁気強度，D，Ⅰ：傾動補正前の偏角と

伏角，D，Ⅰ（Corrected）：傾動補正後の偏角と伏角，k：精密度パラメータ，α95：95％信頼円の半径，

J：標準偏差角（＝81ん花）

SjteN等）1品′m D I D I

（Corrected）

K　　　　（195　　　　　　　ロ

（Ishido Group）

（Uchida Formation）
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この対比により，日本の新第三紀時階区分（NIL

TSUMA＆AKIBA，1986b）との対応も直接行うこと

ができる．石堂階は本調査地域の石堂層群を模式と

して提唱された時階であるが，本研究によりその微

化石・古地磁気層位学的位置づけがなされた．千倉

層群は関階，豊房層群の大部分は秋元階に対比さ

れ，豊房層群の最上部は下総階の最下部に対比され

る．
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嶺岡帯北側の新第三紀のテクトニクスのうちで最

も重要な変換は関亜層群下底の黒滝不整合（植田，

1930）に代表される黒滝階に起こっているが（新妻，

1982），嶺岡帯南側の本調査地域でもこの不整合は，

石堂層群と千倉層群の間の不整合として存在してい

る．本地域の摺曲構造を見ると，石堂層群の各層の

厚さや分布は袴曲構造に支配されておらず，凝灰岩

鍵層も広く追跡できるのに対し，この不整合の上位

の千倉層群は摺曲構造の向斜部では厚く堆積してお

り，堆積中にこの摺曲構造の成長・発達したことが
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分かる（図3）．石堂層群と千倉層群の間には黒滝不

整合のほかに嶺岡帯北側に発達する三浦層群上部の

豊岡亜層群の清澄層と安野層を欠如していることは，

黒滝不整合の時期にテクトニックな変換が起こり，

無堆積の場から堆積の場に変換したことを示してお

り（新妻，1982），稽曲構造の発達とあわせて黒滝

階の変動のこの地域における重要性が分かる．

石堂層群は石灰質ナンノ化石の資料により丹沢地

域の寺家泥岩（太田ほか，1986），大磯地域の谷戸層

（矢野，1986）に対比することができる．寺家泥岩は

丹沢地域における唯一の半深海性堆積物であり，そ

の上位は関東山地から供給された礫からなる落合礫

岩に覆われる（NIITSUMA＆MATSUDA，1985）．こ

の層序から，この寺家泥岩は丹沢地塊が南海トラフ

にはまり込んだ時の堆積物であり，落合礫岩は丹沢地

子音塊が 東山地に衝突した時に供給されたものと考え

られている（新妻，1982）．大磯地域でも礫岩からな
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る鷹取山層が堆積している．本地域における石堂層

群堆積後の無堆積状態はこの丹沢地塊と関東山地の

衝突に関係している可能性が大きい．

千倉層群は伊豆半島の城層群の横山シルト岩（小

山，1982）および足柄層群下部（石川，1983MS；Ko－

YAMA，1986MS）に微化石および古地磁気層位学の

資料により対比できる．この横山シルト岩は寺家泥

岩と同様，伊豆半島の地層の中で唯一の半深海性堆

積物であり，伊豆地塊が南海トラフにはまり込んだ

時の堆積物と考えられている．伊豆半島における火

山活動は横山シルト岩堆積以前には石英安山岩と玄

武岩の両極化したものであったものが，堆積後には

安山岩の活動となっていることから，応力状態が変

化し引張場から圧縮場に変換したものと考えられ，

この時期から伊豆地塊が本州と衝突を開始したこと

が予想される（NIITSUMA＆MATSUDA，1985）．こ

のようなテクトニックな変換が房総半島の黒滝不整
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図14　PaleomagneticresultoftheIshidoGroup：石堂層群の古地磁気．
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図15　PaleomagneticresultoftheChikuraandToyofusaGroups：千倉層群と豊房層群の古地磁気．

合の時期に一致することは，房総半島におけるテク　　豊房層群は駿河礫層および大磯丘陵の二宮層・沼

トニックな変換と伊豆地塊の衝突と関連している可　代層（矢野，1986；小山，1986）に微化石および古地

能性が大きい．　　　　　　　　　　　　　　　磁気層位学的に対比できる．
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図16　Average and deviation ofpaleomagneticdeclinationsofsamplingroutes（1），and distributions and

OutCrOpSOfkey tuffs（2）：古地磁気偏角のルートにおける平均と偏差（1）および凝灰岩鍵層の露出地点と分布

（2）．

8．地　　　史

本研究地域の地史を前述のことがらから考察して

みることにする．

後期中新世の石堂階になり，深海底堆積物が嶺岡

帯の南の水深4000m以深の海洋底に堆積を開始し

た．この堆積の開始は，現在フィリピン海プレート

の沈み込んでいる南海トラフ，琉球海溝沿いの和

達・Benioff帯の長さとプレート運動速度から計算

すると，フィリピン海プレートが沈み込みを開始し

た時期に一致しているので（新妻，1982），この地域

が新たに沈み込み境界となったことを現しているも

のと考えられる．現在のフィリピン海プレート沈み

込み境界において水深4000mを越すのは沈み込み

トラフや海溝のみであることから，堆積開始時には

この地域は沈み込みトラフ，すなわち南海トラフの

東方延長であったと考えられる．この当時，丹沢地

境はこの南海トラフの南側あるいは南海トラフには

まりかけていたであろう（寺家泥岩）．その後，プレー

トの沈み込みに伴い，トラフの陸側斜面下部にはト

ラフ堆積物の付加が起こり，次第に沈み込み境界は

南下する．付加されるトラフ底堆積物はプレート運

動により波長が短く，プレート運動に直交する摺曲

軸を持つ摺曲を起こすことが，現在の南海トラフで

深海掘削により知られている（NIITSUMA，1986）．石

堂層群の摺曲構造はその形態から見ても南海トラフ

の付加体に類似しており，稽曲軸の方向は東西ない

し東北東一西南西であることから，当時のフィリピ

ン海プレート運動は北ないし北北西と考えられる．

この地域は全体として大きな水平回転をしていない

ことが古地磁気の結果から明らかとなったが，フィ

リピン海プレートの運動方向が現在の運動方向と異

なっていたかどうかは，古地磁気の偏角のバラツキ

が大きいために判定できない．プレートの沈み込み

による付加や神曲が堆積中にある程度起こっていた

ことは，石堂層群上部の小戸層にスランプ堆積物が

頻繁に挟在すること，堆積深度が次第に浅くなるこ

とから支持される．

前期鮮新世の豊岡階の堆積物はこの地域には存在

しないが，浅海陸化した証拠は全く無いことから，
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図17　Stratigraphiccorrelationwithadjacentareas：近隣地域との対比．

海底における無堆積現象が起こっていたものと考え

られる．このような無堆積現象は海底の傾斜が2－30

以上ある海溝陸側斜面に一般的に起こっていること

から（NIITSUMA＆AKIBA，1986a），海溝陸側斜面

の傾斜が大きくなったものと考えられる．嶺岡帯北

側ではほぼ東西方向に発達した深海海段に深海扇状

地堆積物（豊岡亜層群）が厚く堆積しており（ToKU－

HASHI，1979；新妻，1982），この深海海段のトラフ

側境界は嶺岡帯であり，この嶺岡帯の隆起によって

陸からの堆積物が堰き止められて深海海段が形成さ

れたと考えられる．この隆起によりこれまで本調査地

域にまで供給されていた堆積物が全て堰き止められて

しまったことも無堆積の原因かもしれない．また，

この嶺岡帯の隆起はその南側の斜面の傾斜を大きく

するので，この両者が同時に起こり得る．この時期

は丹沢地塊が関東山地に衝突した時期に当たってお

り，丹沢から三浦半島の葉山を通り嶺岡にいたる隆

起帯（いわゆる丹沢・嶺岡帯）が存在していることか

ら，嶺岡帯の隆起は丹沢地境の衝突と関係している

可能性は大きい．

黒滝不整合は房総半島のみならず関東地方にも広

く認められているテクトニクスの変換を示す地質学

的現象である．すなわち，それまで南側に向かうほ

ぼ東西方向の大陸斜面が存在していたものが，この

時期を境にして，現在の利根川を軸とし九十九里浜

に開口するトラフが形成された．このトラフは，現

在の相模トラフと同程度の規模であること，深度分

布，形態が類似していることから，当時，利根川沿
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いに現在の相模トラフで起こっているようなプレー

ト相対運動があったものと予想されており，九十九

里トラフと命名されている（新妻，1982）．この黒滝

不整合の上に重なる関階の地層はこのトラフの西部

に厚く堆積するが，この調査地域では同時期に千倉

層群が堆積しており，この時期に伊豆地塊が南海ト

ラフにはまり込んでいることから，このテクトニク

スの変換には伊豆の衝突が関係しているのかもしれ

ない．千倉層群は石堂層群の形成した神曲構造の向

斜部を埋めるように堆積するとともに，その摺曲構

造も成長しその堆積域を拡大した．これは，それま

で，海底の傾斜が堆積物がとどまることができない

程，急であったのが，緩くなったため堆積が開始さ

れたものと考えられる．これは沈み込み境界が利根

川沿いに移動したことを示唆している．

秋元階には九十九里トラフは急速に埋積されるが，

その時期には足柄層群を堆積させたトラフも埋積さ

れる．本地域には，豊房層群が堆積しており，その

堆積深度は次第に浅海化し，豊房層群堆積の末期で

ある下総階の初期に陸化して現在にいたっている．

この秋元階から下総階の間には，九十九里トラフ沿

いで消化されていたプレート相対運動が，相模トラ

フで消化されるようになり，房総の南端が関東地震

の度に上昇するような現在起こっているテクトニク

スの活動が開始されたと考えられており（新妻，

1982），豊房層群の堆積環境の変化はこのテクトニク

スの変換を支持する．

本研究により明らかになったこのような目まぐる

しいテクトニクスの変遷は，この地域が海溝・海溝・

海溝型の三重会合点に近くに存在し，この型の三重

会合点の位置の移動にともない，その周辺のテクト

ニックな環境が急変することを示唆している．

9．　ま　と　め

本稿では房総半島南部の石堂周辺地域の地質調査

に基づき確立された新第三系・第四系の層序につい

て述べ，その層序について微化石層位学・古地磁気

層位学的検討を行い，房総半島の嶺岡帯以北の層序

との対比を行った．さらにこれらの堆積物をこの地

域に堆積させた海溝・海溝・海溝型の三重会合点周

辺のテクトニクス，特に丹沢・伊豆地塊の衝突との

関連について述べた．以下に本研究によって明らか

になったことを列記する．

（1）本地域の堆積岩は，下位から保田層群，石堂

層群，千倉層群，豊房層群の四つの層群に区分でき，

それらは互いに不整合関係である．

（2）保田層群は砂岩，シルト岩を主体とし，白色

凝灰岩を挟在する．固結度が高く，多くの節理によ

り細裂する．

（3）石堂層群はシルト岩を主体とし，挟在する凝

灰岩層の性質によって，下位から内田層，大谷層，

子神層，内郷層，割田層，小戸層，向畑層の7層に

区分できる．

（4）千倉層群は砂岩およびシルト岩からなり，石

堂層群の形成する摺曲構造の向斜部に発達する．そ

の分布地域と岩相により，中三原層，嵯峨志層，根

方層の三層に区分できる．

（5）豊房層群は上方細粒化のサイクルをなす礫岩，

砂岩，シルト岩からなり，その岩相により，加茂層，

東長田層，滝川礫岩の3層に区分できる．

（6）微化石の検討の結果，石堂層群は水深4000m

以上のCCD以深の海底に堆積を開始し，その深度

を次第に減ずるが，上部の割田層でも水深は2000m

以深である．千倉層群では2000－1000mの水深が，豊

房層群では1000mから次第に浅海化し200mの水

深になったことが推定される．

（7）微化石層位と古地磁気層位の検討により，石

堂層群は中新世後期の第6逆磁極期と第5正磁極期

に対比でき，千倉層群はMatuyama逆磁極期の関

階に対比でき，豊房層群はBrunhes正磁極期に対比

でき，その大部分は秋元階に．最上部は下総階に対

比できる．

（8）本地域の摺曲構造は東西から東北東一西南西

の摺曲軸をもち，摺曲軸面は北に傾斜しており，向

斜構造の北軍では急傾斜や逆転層がみられる．背斜

軸部には南方への衝上断層が発達している．摺曲の

波長は500m程度で沈み込み境界に発達する付加体

の摺曲構造と類似している．

（9）古地磁気の偏角は摺曲軸の屈曲により局地的

に変化するが，この地域全体としての水平回転は検

出できなかった．
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（10）石堂層群の堆積開始はフィリピン海プレート

の沈み込みの開始と対応しており，石堂層群と千倉

層群の間の無堆積の期間は丹沢地塊と関東山地の衝

突に伴う嶺岡帯の隆起による海底傾斜の増大による

ものと考えられ，千倉層群の堆積はフィリピン海プ

レートの沈み込み境界が房総半島の南方から利根川

沿いに移動したため海底傾斜が緩くなったためであ

り，豊房層群の堆積の終了i陸化はその沈み込み境

界が再び房総半島南方に戻ったからと考えられる．
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